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陸
前
高
田
市
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
SD
G
s）を
支
援
し
て
い
ま
す
。

平
和
の
バ
ト
ン
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

特
 集

家
族
を
守
り
、市
民
を
守
り
、こ
の
ま
ち
を
守
る
た
め

ま
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
、消
防
団



家族を守り、市民を
守り、このまちを守

るため

消防団
まちのヒーロー、
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［図］ 本市消防団の団員数推移

初
め
て
の
火
災
現
場
、
そ
し
て
震
災

　
昭
和
57
年
に
入
団
し
、
消
防
団
歴
は
40
年
以

上
に
な
る
中
で
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
団
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
初
め
て
の
火
災
現
場
で
す
。
真
冬
に
発
生

し
た
住
宅
火
災
に
出
動
し
、
凍
っ
た
屋
根
に

上
っ
て
足
場
に
気
を
つ
け
な
が
ら
放
水
し
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
。
多
く
の
仲
間
が
被

害
に
あ
っ
た
中
で
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
、
屯
所
で
長
期
間
寝
泊
ま
り

し
て
い
た
自
分
た
ち
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
食

事
を
用
意
し
て
く
れ
る
な
ど
、
本
当
に
助
け
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
感
謝
の
思
い
が
今
も
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。

「
つ
な
が
り
」
と
い
う
魅
力

　
消
防
団
の
魅
力
は
、
震
災
時
の
経
験
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
る
こ
と
で
す
。

　
市
内
や
気
仙
地
区
の
消
防
団
員
、
ま
た
地
域

の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
増
え
、
そ

れ
が
消
防
活
動
の
現
場
で
も
生
か
さ
れ
、
さ
ら

に
は
一
生
付
き
合
え
る
よ
う
な
仲
間
も
で
き
ま

し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え
る
人
が
い
る
こ

と
は
、
自
身
に
と
っ
て
の
強
み
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。

団
員
の
確
保
に
向
け
て

　
一
方
で
、
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
、
団
員

の
確
保
は
本
市
消
防
団
に
と
っ
て
も
切
実
な
課

題
で
す
。

　
来
年
４
月
か
ら
は
、
引
退
し
た
元
団
員
な
ど

が
特
定
の
活
動
や
役
割
に
限
定
し
て
参
加
す
る

「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
」の
導
入
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
後
方
支
援
な
ど
を
担
う
女
性

団
員
の
入
団
促
進
に
も
、
企
業
訪
問
な
ど
を
通

じ
て
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

絶
対
に
殉
職
者
を
出
さ
な
い

　
危
険
な
現
場
に
出
動
す
る
こ
と
も
あ
る
消
防

団
で
す
が
、各
団
員
は
も
ち
ろ
ん
、無
事
を
願
っ

て
送
り
出
し
て
く
れ
る
家
族
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
も
、
時
に
は
撤
退
す
る
勇
気
も
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
団
長
と
し
て
、
絶
対
に
殉
職
者
を
出
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
続
け
な
が

ら
、
地
域
に
頼
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

団
員
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ

　
団
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
そ
の
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
は
、
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
入
団
を
検
討
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
男

女
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
つ
な
が
り
を
つ

く
り
な
が
ら
、
一
緒
に
こ
の
ま
ち
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

消
防
活
動
を
地
域
で
支
え
る

　
高
校
卒
業
後
は
、
４
年
間
市
外

に
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
か
ら
地

元
に
戻
っ
た
ら
消
防
団
に
入
団
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
の
魅
力
は
、
つ
な
が
り

が
で
き
る
こ
と
で
す
。
移
住
し
て

き
た
人
や
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人

と
知
り
合
う
こ
と
で
、
消
防
活
動

や
普
段
の
仕
事
に
も
生
か
せ
る
つ

な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
夜
間
や
勤
務
中
の
出
動
な
ど
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
火
事

が
複
数
箇
所
で
発
生
し
た
際
な

ど
、
消
防
署
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
、
地
域
に
詳
し

い
消
防
団
の
協
力
は
重
要
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
上
の
立
場
に
な
っ
て
も

自
分
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

先
輩
方
か
ら
学
び
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

　
夫
婦
で
消
防
団
に
加
入
し
て
お

り
、
日
中
は
林
業
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
職
場
の
同
僚
に
消
防
団
に

入
っ
て
い
る
方
々
が
多
く
お
り
、

自
然
と
消
防
団
に
加
入
し
ま
し

た
。

　
同
じ
分
団
の
皆
さ
ん
は
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

れ
、
自
分
の
家
族
の
こ
と
も
優
先

さ
せ
て
く
れ
る
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
す
。

　
本
年
の
小
友
町
や
大
船
渡
市
の

火
事
で
、
木
が
燃
え
る
と
木
の
内

側
や
根
っ
こ
な
ど
の
目
に
見
え
な

い
部
分
が
燃
え
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
火
の
恐
ろ
し
さ
、
消

火
活
動
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

　
日
々
の
消
防
団
活
動
で
は
、
訓

練
な
ど
で
大
変
な
時
期
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
力
に
な
れ
る
よ
う

に
日
頃
か
ら
有
事
に
備
え
て
精
進

し
ま
す
。

消
防
団
の
活
躍
と
現
状

　
消
防
団
と
は
、消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防

機
関
で
す
。

　
所
属
す
る
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
と
し
て
、
日
頃
は
本
業

に
就
き
な
が
ら
、
火
災
は
も
ち
ろ
ん
、
風

水
害
や
地
震・津
波
発
生
時
の
対
応
な
ど
、

市
民
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
存
在
で
あ
る
消
防
団
で
す
が
、
一
方

で
、
団
員
数
の
減
少
に
よ
る
団
員
確
保
は

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
も

同
様
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
本

年
４
月
１
日
時
点
の
本
市
の
団
員
数
は

４
８
７
人
で
、
定
員
６
３
９
人
に
対
し

１
５
０
人
余
り
が
不
足
し
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
参
照
）

　
今
回
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り

抜
く
た
め
活
躍
す
る
消
防
団
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

守る
このまちを、

そして団員を

陸前高田市消防団　団長

大
お お

坂
さ か

　司
つかさ

さん

高田分団第３部

菅
か ん

野
の

久
ひ さ

秀
ひ で

さん（28）

令和３年６月 入団

矢作分団第３部

菅
か ん

野
の

直
な お

城
き

さん（34）

平成 30年６月 入団

期待の若手団員へ インタビュー
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まちの平和を守るため、こんな活動を行っています
　
消
防
の
１
年
は
年
始
の
出
初
式
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　
消
防
団
の
一
致
団
結
を
誓
い
、
地
域
の
安

心
安
全
を
願
う
行

事
と
な
っ
て
お

り
、
消
防
団
長
を

先
頭
に
威
風
堂
々

の
行
進
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
本
年
は

震
災
後
初
め
て
の

一
斉
放
水
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
目
的

に
、
消
防
用
機
械
器
具
の
基
本
操
作
な
ど
の

技
術
を
競
い
合
う
消
防
操
法
競
技
会
が
、
隔

年
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
６
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
昨
年

の
競
技
会
で
も
、

団
員
が
気
迫
あ
ふ

れ
る
姿
で
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
春
と
秋
に
は
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
意
識
を
培
い
、
広
く
市
民
に
防
災
意
識
の

普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
消
防
演
習
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
春
は
分
団
ご
と

に
、
秋
は
団
全
体

が
一
堂
に
会
し
て

実
施
し
、
部
隊
行

進
や
観
閲
な
ど
を

披
露
し
て
、
市
民

を
守
る
決
意
を
新

た
に
し
ま
す
。

　
出
水
期
を
前
に
実
施
さ
れ
る
の
は
、
水
害

へ
の
備
え
を
確
認
す
る
水
防
演
習
で
す
。

　
本
年
は
初
め
て
高
田
松
原
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
、
堤
防
崩

壊
を
防
ぐ
た
め
の

「
シ
ー
ト
張
り
工

法
」
と
、
川
か
ら

水
が
あ
ふ
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
の

「
改
良
積
土
の
う

工
法
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
消
防
・
防
災
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
市
防
災
課
や
消
防
本
部
・
消
防
署
に
よ

る「
消
防・防
災
フ
ェ
ス
タ
」「
幼
年
消
防
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
放
水
体
験
や
消

防
車
両
へ
の
乗
車

体
験
な
ど
、
普
段

は
経
験
で
き
な
い

ブ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
、
消
防
団
も
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

消防団の待遇

区　分 内　容
報
酬（
※
）

年額報酬 ３万6,500円～ 17万6,800円（階級による）
災害出動報酬 ３千円～８千円（災害出動の活動時間による）
上記以外の報酬 2,200円／日（訓練や警戒などに出動した場合）

公務災害補償 消防団活動中に負傷した場合、公務災害として治療費などの費用を補償
退職報奨金制度 ５年以上勤務し退職した際に、勤続年数および階級に応じて支給

消防団員等福祉共済 消防団活動外を含め、けがや疾病により入院した場合の見舞金や、死亡・重度
障がいの状態になった場合の一時援護金を支給

運転免許取得補助制度 免許条件により所属する部の車両が運転できない者に対し、限定解除費用の 
半額を補助

被服などの貸与 消防活動に必要な活動服やヘルメット、安全靴などを貸与
表彰制度 功労に応じて、各種機関から表彰の授与

※その他、会議や研修などに出席した場合に、2,200円／日を支給

消
防
出
初
式

消
防
操
法
競
技
会

春
季
・
秋
季
消
防
演
習

水
防
演
習

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
タ　

幼
年
消
防
フ
ェ
ス
タ
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朗希、おめでとう！

佐
々
木
朗
希
投
手
所
属
の

ド
ジ
ャ
ー
ス
が

ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
連
覇

市役所からの HOT LINE

　市では、二十歳を迎える皆さんの輝かしい門出を祝い、社会人とし
ての新たな自覚をもって将来に向けて大きく飛躍することを期待し
て、二十歳のつどいを開催します。

日 時 ： 令和８年１月11日㈰　午前10時～（受付：午前９時～）
会 場 ： 奇跡の一本松ホール
対 象 ：  平成17年４月２日から平成18年４月１日までに生まれた市

内中学校出身者、市内在住の人またはその他で参加の申し出
をした人

その他 ： ご家族も観覧できます。

問い合わせ先 　市教育委員会教育総務課管理係（内線551）

　
本
市
出
身
の
佐
々
木
朗
希
投
手
が
所
属
す
る

米
大
リ
ー
グ
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス・ド
ジ
ャ
ー
ス
は
、

10
月
25
日
㈯
か
ら
11
月
２
日
㈰
ま
で
の
日
程
で

行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
を
戦
い
、
見
事
、

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
季
、ド
ジ
ャ
ー
ス
に
入
団
し
、夢
の
大
リ
ー

ガ
ー
と
な
っ
た
も
の
の
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
右
肩

の
け
が
で
長
期
離
脱
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

佐
々
木
投
手
。
そ
れ
で
も
シ
ー
ズ
ン
終
盤
に
リ

リ
ー
フ
と
し
て
復
帰
す
る
と
、
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ

ン
で
は
重
要
な
場
面
で
登
板
し
、
チ
ー
ム
を
救

う
活
躍
を
何
度
も
見
せ
て
き
ま
し
た
。

　
厳
し
い
戦
い
を
勝
ち
抜
き
迎
え
た
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
は
、
ト
ロ
ン
ト
・
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ

を
相
手
に
４
戦
先
勝
で
最
大
７
試
合
を
戦
う
中
、

最
終
７
戦
目
ま
で
も
つ
れ
る
大
熱
戦
。

　
第
６
、７
戦
目
は
高
田
町
の
ア
バ
ッ
セ
た
か
た

で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
市

民
ら
が
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　
６
戦
目
に
は
高
田
野
球
ス
ポ
少
の
子
ど
も
ら

が
試
合
を
見
守
る
中
、
佐
々
木
投
手
が
８
回
に

登
板
。
見
事
、
無
失
点
の
投
球
で
チ
ー
ム
を
勝

利
に
導
き
ま
し
た
。
同
ス
ポ
少

の
今こ
ん
の
ま
な
と

野
真
聖
さ
ん
（
高
田
小
５

年
）は「
朗
希
投
手
は
球
も
速
く

て
か
っ
こ
い
い
。
自
分
も
朗
希

投
手
の
よ
う
に
１
６
０
㌔
を
投

げ
て
み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

て
話
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
最
終
７
戦
目
は
、
ア
バ
ッ
セ

た
か
た
に
約
１
０
０
人
の
市
民
ら
が
集
結
。
序

盤
は
劣
勢
の
展
開
が
続
い
た
ド
ジ
ャ
ー
ス
で
す

が
、徐
々
に
追
い
上
げ
、延
長
11
回
の
死
闘
の
末
、

劇
的
な
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
日
本
人
選
手
の

活
躍
を
毎
日
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
う
菅す

が

野の

浩ひ
ろ
子こ

さ
ん（
高
田
町
）は「
充
実
し
た
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
で
、
朗
希
投
手
は
す
ご
く
成
長
し
た
と

思
う
。
来
年
は
ま
た
先
発
に
挑
戦
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
、
会
場
の
皆
さ

ん
と
バ
ン
ザ
イ
を
し
な
が
ら
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
主
催
し
た

「
佐
々
木
朗
希
選
手
を
応
援
す
る
会
」
の
伊い
と
う
た
か
し

東
孝

会
長
は
「（
佐
々
木
投
手
は
）
シ
ー
ズ
ン
中
は
故

障
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
戦
力
と
し
て
貢
献
し
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
う
。
こ
の
オ
フ
も
し
っ
か
り
鍛
え

て
来
年
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　
移
籍
１
年
目
で
栄
冠
を
つ
か
み
取
っ
た「
高
田

の
サ
ム
ラ
イ
」。
朗
希
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
！

令和８年二十歳のつどいを開催します

令和７年二十歳のつどいの様子

　本年４月から９月までの市長交際費は左の表のとお
りです。合計は、46件で47万7,791円でした。
　同交際費は七夕まつりなどへのお祝い金、市勢功労
者などへの香典、クレセントシティ訪問団歓迎懇親会
の会費、ビーチバレーボール全国大会出場選手への激
励金、協定締結関係機関訪問時のお土産代などとして
支出しています。

分類 件数（件） 金額（円）
お祝い ３ 33,000
弔慰 14 129,000
会費 20 141,700
激励 ２ 60,000

記念品・土産 ７ 114,091
計 46 477,791

令和７年度上半期の市長交際費

問い合わせ先 　市役所企画政策課秘書係（内線333）

　本年４月から９月までの教育長交際費は左の表のと
おりです。合計は、15件で７万3,860円でした。
　同交際費は東北都市教育長協議会等の会費や、名古
屋フィルハーモニー管弦楽団などへのお土産代などと
して支出しています。

分類 件数（件） 金額（円）
お祝い ０ ０
弔慰 ０ ０
会費 ８ 52,000
激励 ０ ０

記念品・土産 ７ 21,860
計 15 73,860

令和７年度上半期の教育長交際費

問い合わせ先 　市教育委員会教育総務課管理係（内線551）
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市役所からの HOT LINE 市役所からの HOT LINE

　たかたスマートモビリティ（たかたスマモビ）は、
バスとタクシーの中間のような予約制の新しい公共
交通です。決まった時間・路線を走るのではなく、予
約した乗車地から目的地まで乗り合いで運行します。

運行概要   ※運行概要は変更となる可能性があります。

運行場所 高田町 ・ 竹駒町 ・ 気仙町 ・ 矢作町の一部エリア

運行期間 令和８年３月 31日㈫まで

（令和７年12月30日㈫～令和８年１月３日㈯は運休）

運行時間 午前８時 30分～午後４時 30分（運休時間：正午～午後１時30分）

予約方法 アプリ ・ WEB（市LINE） ・ 電話

乗車希望日の７日前から乗車直前まで予約を受け付けています。

運　　賃

アプリ ・ WEB予約  
大人 ： 100円　

小学生～高校生 ・ 介助者 ： 50円

未就学児 ・ 障がいのある人 ： 無料

電話予約

大人 ： 200円

小学生～高校生 ・ 介助者 ： 100円

未就学児 ・ 障がいのある人 ： 無料 

支払い方法 現金のみ

たかたスマートモビリティ運行中です

新しい移動手段に

問い合わせ先 　市役所まちづくり推進課生活環境係（内線121）

予約方法

アプリ ・ WEB（市LINE）から予約する方法

❶アプリダウンロード ・ 市LINEのお友達追加

　 　オンラインで予約する人は、専用アプリのダウン
ロードまたは市LINEの登録をお願いします。

❷予約方法

iPhone、App Storeは
Apple Inc.の商標です。

Android、Google P lay、
Google Playロゴは、Google 
Incの商標または登録商標です。

専用予約アプリ

予約センター

市LINE

市LINEメニューの点線箇所から予約
市LINEの

登録はこちら

最新情報は陸前高田市
HPをご確認ください。

①アプリを開き「初め
ての方はこちら」を
選択

⑤乗降希望場所を選択

②携帯番号を入力後、
SMSで送られる「招
待コード」を入力

⑥「出発地を確定する」
をタッチ

③利用者情報を入力

⑦乗車人数・希望日時・
決済方法を入力

④「今すぐ予約」をタッチ

⑧「配車を確定する」を
タッチ

電話から予約する場合

　「たかたスマモビの予約」と伝え、利用日時・乗降場所を伝えてください。

☎ ０１２０－００７－７４２
平日のみ（年末年始除く）
午前８時～午後２時30分
上記時間外の予約取得・変更・取消はできません。

長部今泉線 （主な停留所のみ）

たかたコミュニティバス西部線

運　休

たかたスマモビ運行期間は、 次のように路線のダイヤが変わります。

福伏 → 済生会診療所 → 県立高田病院

停留所名 平　日 土日祝
福伏 発 ７：25 ７：25

水上団地前 ７：28 ７：28

月山団地 ７：36 ７：36

気仙小学校前 ７：39 ７：39

今泉団地前 ７：41 ７：41

済生会診療所 ７：44 ７：44

高田第一中学校前 ７：49 ||
陸前高田駅 ７：55 ７：50

県立高田病院 着 ８：03 ７：55

県立高田病院 → 済生会診療所 → 福伏

停留所名 毎　日
県立高田病院 発 12：20

陸前高田駅 12：28

済生会診療所 12：34

今泉団地前 12：37

気仙小学校前 12：39

月山団地 12：42

水上団地前 12：50

福伏 着 12：53
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市役所からの HOT LINE 市役所からの HOT LINE

職員数の状況

●一般行政職の級別職員数 （７年４月１日現在）

級 代表的な職名 職員数 構成比
１級 主事、技師、主事補 20人 10.0％
２級 主事、技師 46人 22.8％
３級 係長、主査、主任 71人 35.3％
４級 課長補佐、副主幹 36人 17.9％
５級 課長、主幹 16人 8.0％
６級 部長、局長 12人 6.0％

合　計 201人 100.0％

●部門別の職員数 （各年４月１日現在）

部　門
職員数（人） 対前年

増減数
（人）

主な増減理由
６年 ７年

議　会 ４ ４ ０
総　務 45 44 △１ 人員配置の見直し
税　務 ９ ９ ０
民　生 39 40 １ 人員配置の見直し
衛　生 16 15 △１ 欠員不補充

農林水産 18 19 １ 派遣職員から正職員
への配置調整

商　工 14 15 １ 人員配置の見直し
土　木 18 21 ３ 人員配置の見直し
教　育 26 27 １ 人員配置の見直し
消　防 37 37 ０
病　院 ９ ８ △１ 欠員不補充
水　道 ６ ６ ０
その他 ８ ９ １ 人員配置の見直し
合　計 249 254 ５

・派遣職員および会計年度任用職員を除く。
・ 復興事業を推進するために雇用期間を限定して任用し

た任期付職員を含む。

市職員の給料月額と特別職の報酬などの状況

●平均給料月額と平均年齢 （７年４月１日現在）

区　分
一般行政職 労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

陸前高田市 31万9,493円 44.5歳 31万4,257円 52.2歳

岩手県 33万1,411円 42.5歳 30万3,449円 51.5歳

国 33万2,237円 41.9歳 29万4,567円 51.3歳

一般行政職とは一般事務職員や技師など。労務職とは
用務員などです。

●初任給 （７年４月１日現在）

区　分
一般行政職 労務職

大学卒 高校卒 高校卒

陸前高田市 21万5,100円 18万9,300円 18万7,000円

岩手県 22万7,300円 19万5,800円 19万3,800円

国 22万円 18万8,000円 18万5,700円

●経験年数・学歴別平均給料月額 （７年４月１日現在）

経験年数
一般行政職 労務職

大学卒 高校卒 高校卒

10年 26万6,100円 24万9,400円 24万3,200円

20年 32万4,200円 30万3,900円 29万3,500円

30年 35万1,500円 34万3,600円 31万6,100円

●特別職の報酬など （７年４月１日現在）

　特別職のうち市長、副市長、教育長、市議会議員に
は、給料または報酬と期末手当が支給されています。

区　分 月　額 県内他市
平均月額 期末手当

給　
料

市　長 77万円 83万2,143円

3.45月分副市長 63万8,000円 67万8,714円

教育長 55万7,000円 59万3,571円

報　
酬

議　長 38万円 43万5,857円

3.45月分副議長 33万円 37万6,071円

議　員 30万円 35万1,071円

（期末手当は６年度支給実績）

問い合わせ先 　市役所総務課職員係（内線315）

市職員の給与や

職員数などを

公表します

あなたのまちの相談役　民生委員 ・ 児童委員が改選しました

任期 ： 12月１日～ 10年 11月 30日

　任期満了に伴う民生委員・児童委員および主任児童委員の改選が行われ、新人19人を含む80人が厚生労
働大臣から委嘱されました。委員は、それぞれの地域において、常に住民の立場で相談に応じ、必要な援
助を行い、社会福祉の増進に努める方々です。
　民生委員法で個人情報を守ることが定められていますので、安心して悩みや福祉の相談をしてください。
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民生委員 ・ 児童委員

主任児童委員

矢作町

横田町

竹駒町

気仙町

高田町

米崎町

小友町

広田町

市役所福祉課福祉係（内線211）
問い合わせ先
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定期
連載

教えて その先の笑顔のため、いまできること
SDGs
とは?

自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住みやすい地球（世界）を
残すため掲げられた全世界の人が取り組むべき目標

あなたもぜひ
SDGsに
取り組んで
みませんか？

市役所からの HOT LINE

　市では、市社会福祉協議会への委託事業として、子育て世代の経済的負担軽減と地域の資源循環などを
目的に、制服リユース事業を行っています。
　令和６年度は138点の品を回収し、92点の品を、必要とする40人へ提供しました。
　引き続き皆さんのご協力をお願いします。

対象品目

　❶市内中学校指定の制服（上・下）　❷シャツ（半・長袖）　❸ネクタイ　
　❹ジャージ（上・下）　❺Tシャツ　❻半ズボン　❼スクールバッグ
回収ポスト設置場所

　❶市役所１階市民交流スペース　❷市社会福祉協議会（市保健福祉総合センター内）
　❸アムウェイハウス「まちの縁側」　❹市コミュニティホール
　※制服はクリーニング不要です。譲渡の際に改めてクリーニングしたものをお譲りします。
申込方法

　❶LINE
　　次の二次元コードから「くらし応援窓口」を友達登録して申し込み
　❷電話
　　問い合わせ先へ連絡して申し込み
　※在庫状況によりご希望に添えない場合があります。

問い合わせ先 　市社会福祉協議会「くらし応援窓口」 ☎0192（54）5150

　岩手三陸連携会議（令和７年度事務局：陸前高田市）では、岩手のスポーツ振興と普及に貢献し、東日本
大震災でも大きな被害を受けながら、共に復興に向かって歩んできた日本製鉄釜石シーウェイブスを、同
クラブのホーム開幕戦に併せて応援するイベントを開催します。
　たくさんのご当地キャラクターも駆け付けますので、みんなで一緒に盛り上げよう！

岩手三陸連携会議とは

　三陸沿岸地域の振興や東日本大震災からの復興のため、岩手県沿岸市町村が協働で
活動する会議体。洋野町・久慈市・野田村・普代村・田野畑村・岩泉町・宮古市・山田町・
大槌町・釜石市・住田町・大船渡市・陸前高田市の13市町村で構成。

内 容 ：❶構成市町村の中学生以下先着100名を無料招待（500円分の食事券付き）
　　　　　❷ご当地キャラクターや選手との記念撮影　など
日 時 ： 12月21日㈰ （午前11時開場、午後１時５分キックオフ）
場 所 ： 釜石鵜住居復興スタジアム（釜石市鵜住居町第18地割５－１）
申込方法 ： 申し込みフォーム
　　　　　※ 保護者同伴の場合、保護者分のチケットは自己負担となります。
　　　　　　一般のチケット購入の詳細は、申し込みフォーム中に記載しています。
申込期限 ： 12月17日㈬

問い合わせ先 　市役所企画政策課政策広報係（内線334）

陸前高田制服リユース事業
本市は、令和元年（2019年）7月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。

「その先の笑顔のため、いまできること」編では、本市でSDGsの達成に向け積極的に取り組んでいる
人・団体、関連イベントなどを紹介しています。

矢作小学校でユニバーサルマナー

アカデミックプログラムが開催されました

　10月30日㈭、矢作小学校５・６年生７人を対象とした「ユニバーサル
マナー」を学ぶ体験型ワークショップが、同校で行われました。
　講師に招いたのは、生まれつき視覚障がいのある㈱ミライロの原

はらぐちじゅん
口淳

さん。前半では、身近にあるユニバーサルデザインの例として、スロー
プや多機能トイレなどのほか、電気スイッチの意外な使いにくさについ
て紹介。指が不自由な人でも押しやすいように大きめに作られている最
近の電気スイッチは、照明のオン・オフを、スイッチ自体についている
小さなライトの色で判断する仕様になっている場合が多く、視覚障がい
がある人にとっては、実は使いにくいことがあるという実体験を伝えま
した。
　誰かにとって便利なものでも、他の誰かにとっては使いにくい場合があることを伝えながら、
より多くの人にとって便利な世の中にするためには、相手の気持ちになって考えることが大切だ
と話しました。
　後半では、イラストを見ながら、そこに載っている人物が何に困っているのかを考えるワーク
を実施。同じイラストでも捉え方はさまざまで、何に困っているのかは本人に聞いてみないと本
当のところは分からないとしつつ、想像してみることの重要性を伝えました。
　最後には、目の見えない人の役と誘導役の２人１組になって、安全に誘導するワークを体験。
講師とハイタッチをするというお題では、誘導役が、目の見えない人役と講師がうまく手を合わ
せるための伝え方に苦戦しながら、見事全員がハイタッチに成功しました。原口さんは「全員がハ
イタッチできたのは、相手のことを考えて行動できたから。その気持ちを忘れないでほしい」と締
めくくりました。

電気スイッチの例

ハイタッチに成功した児童たちと原口さん（右）

　ワークショップ
を通じて、目が見
えないと何がある
か分からず怖いと思った。そのため
にもユニバーサルデザインはとても
大切だと知り、学んだことをこれか
らの生活に生かしていきたい。

村
む ら

上
か み

朔
さ く

哉
や

さん（６年）

LINEからの
申し込みは
こちら

日本製鉄釜石シーウェイブスを一緒に応援しよう！

ご当地キャラが大集合！

一緒に応援
しよう！

お申し込み
はこちら

イベントの
詳細は
こちら
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学びを通じ、未来を創造する、心豊かでたくましい人づくり

生涯学習情報

学校通信

問い合わせ先 　県立高田高等学校 ☎0192（55）3153

高田高校だより

今月は、高田高校の学校生活や日々の取り組みの様子をお届けします

T×ACTION NEWS

高高祭

シンガポール派遣事業参加

　９月26日㈮、27日㈯の２日間、本校の文化祭である「高
たか

高
こう

祭
さい

」が行
われました。
　初日は校内公開、２日目は一般公開でした。吹奏楽部や書道部に
よるステージ発表や１、２年生のクラス企画、委員会や部活動の展示、
３年生による模擬店など、多彩な催しとなりました。恒例の海洋シ
ステム科のパンや缶詰の販売には長い列ができ、市内のお店が出店
し、本校の生徒会執行部の生徒達が売り子として手伝う「チャレンジ
ショップ」でも、名物のクレープやからあげが飛ぶように売れました。
来場者をもてなしつつ生徒たちも楽しんでおり、大盛況でした。

　７月30日㈬から８月５日㈫までの６泊７日、市の事業に５人の
生徒が参加して友好関係にあるシンガポールを訪れ、特有の文化、
経済・観光、多文化共生などについて理解を深めました。帰国後、
10月５日㈰に市コミュニティホールで報告会を行い、シンガポー
ルで学んだことを市民の皆さんに共有することができました。

１学年進路希望別見学会

　８月28日㈭、１年生対象の進路希望別見学会を実施しました。医療・
福祉コースは、岩手リハビリテーションセンターと盛岡赤十字病院。飲
料製造・サービスコースは、みちのくコカ・コーラボトリング花巻工場
と北日本カレッジ。IT・食品製造コースは、北上コンピュータ・アカデ
ミーと岩手ヤクルト工場。半導体製
造・自動車コースは、キオクシア岩

手と岩手日野自動車を見学してきました。県内各地の高度な技術や性能
を誇る製造拠点、優れた教育や福祉を提供する施設を直に見て、進路選
択の参考にすることができました。

高大連携フィールドワーク＆発表会

　８月28日㈭から31日㈰まで、立教大学
の学生と教授が本市を訪れ、本校の２年
生67人とともに地域課題について探究す
るフィールドワークを行いました。高校
生が調査結果から提案した課題解決策を、
大学生と教授からの助言を元にまとめ、奇
跡の一本松ホールでのプレゼン発表やアバッセたかたでのポスターセッ
ションを行いました。生徒たちにとって、大学生と学び、市民の皆さん
に評価していただける貴重な機会となりました。会場にお越しくださっ
た皆さま、ありがとうございました。

高田高校の取り
組みは公式note
をご覧ください。

T×ACTION （タクション）とは…

総合的な探究の時間を中心とした生徒の活動の総称です。

文化芸術講座受講生募集！

　市では、文化・芸術に親しむことを目的として、「みずき団子を作ろう」講座を行います。
　みずき団子とは、水木の枝に食紅などで色付けした団子を飾り、五穀豊穣を祈る岩手県の小正月
行事として伝わる伝統文化です。可愛らしいみずき団子を作って、伝統行事を体験してみましょう。
　また、制作したみずき団子は持ち帰りできます。
　皆さんの参加をお待ちしています♪

日 時 ： 令和８年１月14日㈬　午前10時～ 11時30分
場 所 ： 市保健福祉総合センター　調理室
対 象 ： 市内在住、または市内に通勤・通学している小学生以上の人
　　　　　※小学生は要保護者同伴
持 ち 物 ： エプロン、三角巾、マスク
費 用 ： １本500円（材料費として）
募集人数 ： 15名程度
申込期限 ： 12月19日㈮　※必着　
申込方法 ： 申し込みフォーム、電話、FAX、教育総務課窓口で受け付けます。
　　　　　申し込みの際は、❶～❺を明記してください。
　　　　　❶氏名　❷住所　❸電話番号　❹年齢　❺経験の有無 
そ の 他 ： 申込者が多数の場合は未経験者を優先のうえ、抽選となります。
　　　　　申込者が少数の場合は中止とします。
　　　　　申込期間終了後（抽選の場合は抽選後）、申し込み結果などについてご連絡します。
　　　　　申し込み結果通知後のキャンセルは、材料準備の都合上、材料費をご負担いただきます。
申し込み ・ 問い合わせ先 ：

　　　　　市教育委員会教育総務課生涯学習・芸術係
　　　　　〒029-2292　陸前高田市高田町字下和野100番地
　　　　　☎0192（54）2111（内線554）　FAX：0192（54）3888

みずき団子を作ろう   講師 ： 菅
かん　の

野マサ子
こ

 氏

過去の講座の様子

お申し込み
はこちら
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地域包括支援

センター発 介護お茶のみ話

貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
♪

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
」

の
ご
紹
介

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
推
進
す

る
た
め
、
各
地
域
で
の
教
室
開
催
の

ほ
か
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ッ

ズ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
寒
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

屋
内
で
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
皆
さ
ん
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

  

グ
ッ
ズ
の
種
類  

❶
唱
歌
(
し
ょ
う
か
)
カ
ル
タ

　
読
み
札
の
代
わ
り
に
Ｃ
Ｄ
で
曲
の

メ
ロ
デ
ィ
を
聞
き
、
流
れ
た
曲
の
歌

詞
を
思
い
出
し
、
そ
の
歌
の
情
景
と

歌
い
出
し
の
頭
文
字
が
描
い
て
あ
る

カ
ル
タ
を
と
り
ま
す
。
右
脳
に
効
果

的
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

❷
ス
ラ
イ
ド
カ
ー
リ
ン
グ

　
対
面
に
立
ち
、
中
央
の
的
に
乗
る

よ
う
に
専
用
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
パ
ッ

ク
を
滑
ら
せ
、
中
央
に
残
っ
た
パ
ッ

ク
の
点
数
を
競
い
ま
す
。
力
の
な
い

人
や
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
人
で
も

楽
し
め
ま
す
。

❸
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ

　
的
に
向
か
っ
て
矢
を
投
げ
、
く
っ

つ
け
て
遊
ぶ
ダ
ー
ツ
で
す
。
的
は
２

種
類
で
、
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
使
い
分

　
寒
さ
が
増
す
12
月
は
、
あ
た
た
か
い

料
理
や
甘
い
も
の
が
恋
し
く
な
る
季
節

で
す
。
そ
の
他
に
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
や

忘
年
会
、
お
正
月
と
、
ご
ち
そ
う
の
機

会
も
続
き
ま
す
。
つ
い
「
今
日
く
ら
い

は
い
い
か
」
と
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
は
、
体
重
の

増
加
だ
け
で
な
く
、
胃
腸
の
不
調
や
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
無
理
な
く
実
践
で

き
る「
冬
太
り
を
防
ぐ
４
つ
の
コ
ツ
」を

紹
介
し
ま
す
。

❶
よ
く
噛
ん
で
、
腹
八
分
目

　
早
食
い
は
食
べ
す
ぎ
の
も
と
で
す
。

よ
く
噛
ん
で
味
わ
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
な
ま
す
な
ど
の
噛
み
ご
た
え
の
あ

る
料
理
は
、満
足
感
も
得
や
す
い
で
す
。

　
ま
た
、「
少
し
足
り
な
い
か
な
？
」で

箸
を
置
く
習
慣
を
身
に
付
け
る
と
、
胃

腸
へ
の
負
担
を
減
ら
せ
ま
す
。

❷
お
酒
の
合
間
に
水
を
は
さ
む

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
食
欲
を
高
め
、
カ
ロ

リ
ー
も
高
め
で
す
。
飲
み
過
ぎ
を
防
ぐ

に
は
、
お
酒
の
合
間
に
水
や
お
茶
を
は

さ
む
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

け
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　

❹
す
き
焼
き
じ
ゃ
ん
け
ん

　

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
進
行
役
と

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
ま
す
。
進
行
役
に

勝
て
ば
袋
の
中
か
ら
カ
ー
ド
を
引

け
、
す
き
焼
き
の
具
材
カ
ー
ド
を
い

ち
早
く
揃
え
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
と
な

り
ま
す
。
単
純
な
ル
ー
ル
で
、
誰
で

も
参
加
し
や
す
い
ゲ
ー
ム
で
す
。

❺
シ
ャ
ッ
フ
ル
ゴ
ル
フ

　
パ
タ
ー
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
得
点
を

競
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
は
、
32
面
体
で

で
き
て
お
り
、
意
外
な
方
向
へ
転
が

り
、
楽
し
さ
が
倍
増
で
す
。
ま
た
、

ス
タ
ー
ト
位
置
を
変
え
て
、
２
種
類

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
ま
す
。

  

そ
の
他  

　
そ
の
他
に
も
、
お
手
玉
を
使
用
し

た
陣
取
り
ゲ
ー
ム
や
介
護
予
防
に
関

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
地
域
で
の
集
ま
り
の
際
に

活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
お
気
軽
に
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
お
つ
ま
み
に
は
、
枝
豆
や
豆
腐
、
野

菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
や

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
料
理
を
選
ぶ

と
、
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

❸
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　
夜
更
か
し
や
朝
寝
坊
は
、
体
内
時
計

が
乱
れ
、
間
食
や
夜
食
が
増
え
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　
朝
は
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
朝
日
を
浴

び
ま
し
ょ
う
。
朝
日
を
浴
び
る
こ
と

で
、
体
が
自
然
に
目
覚
め
て
代
謝
が
上

が
り
、
太
り
に
く
い
体
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。

❹
軽
い
運
動
を
取
り
入
れ
る

　
寒
い
時
期
こ
そ
体
を
動
か
す
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
室
内
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
、
少
し
体
を
動
か
す
だ

け
で
も
血
流
が
よ
く
な
り
、
代
謝
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
保
健
課
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
る
運

動
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集
会
所

で
の
行
事
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
に
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
12
月
は
、

「
お
い
し
く
・
ほ
ど
ほ
ど
に
」を
心
が
け

る
こ
と
が
、元
気
に
過
ご
す
コ
ツ
で
す
。

　
本
年
の
締
め
く
く
り
は
、
心
も
体
も

す
っ
き
り
整
え
て
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

冬
太
り
ス
ト
ッ
プ
！　

健
康
的
に

年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

保
健
だ
よ
り

526

133

問
い
合
わ
せ
先

   

市
役
所
保
健
課

健
康
推
進
係（
内
線
２
３
６
）

  

市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
１
９
）

問
い
合
わ
せ
先

３歳６カ月健診を受診した子を紹介

11
13

石
いし

川
かわ

莉
り

桜
お

菜
な

 ちゃん
（米崎町）

佐
さ

藤
とう

玖
くう

架
か

 くん
（広田町）

大
おお

和
わ

田
だ

愛
な

月
つき

 ちゃん
（米崎町）

佐
さ

藤
とう

碧
あお

栄
ば

 くん
（高田町）

佐
さ

々
さ

木
き

凪
な

紬
つ

 ちゃん
（高田町）

泉
い ず み た

田 瀬
せ

乃
な

 くん
（横田町）

佐
さ

々
さ

木
き

心
ろ

夢
む

 くん
（竹駒町）

武
む さ し

藏 蓮
れん

 くん
（気仙町）

菅
かん

野
の

瑛
えい

斗
と

 くん
（広田町）

清
し

水
みず

律
り

尽
つ

 くん
（小友町）

吉
よし

田
だ

真
ま

菜
な

 ちゃん
（広田町）

シャッフル
ゴルフの様子
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ゼロカーボンで
もっといいまち

ゼロカーボン（脱炭素）とは ： 温室効果ガス、特に二酸化炭素（CO２）の排出を実質ゼロにすること

ゼロカーボンで
もっといいまち

ゼロカーボン（脱炭素）とは ： 温室効果ガス、特に二酸化炭素（CO２）の排出を実質ゼロにすること

地域の話題

第９ 回

問い合わせ先 　市役所脱炭素推進室（内線341）

　本市は、2050年カーボンニュートラルに向けて環境省が選定する脱炭素先行地域に選ばれました。
　本連載では、市が推進する脱炭素に向けた取り組みについて紹介していきます。

エネルギーマネジメントシステム導入による建物の省エネ化の推進

　エネルギーマネジメントシステム（EMS）とは、建物などのエネル
ギーの使用状況を可視化し、監視・制御することで、省エネルギーや
コスト削減、効率的なエネルギー運用を目指すシステムです。
　脱炭素先行地域事業においては、市庁舎などの電力消費量が大きい
公共施設などに対し、EMSを導入します。これにより、建物内の電
力消費量や温湿度環境を可視化するとともに、空調設備を適切に運用
することで、対象施設の省エネ化を図ります。

グリーンスローモビリティの導入推進

　グリーンスローモビリティは、時速20km未満
でゆっくり走る、環境にやさしい小型の電気自動
車です。現在、市民や来訪者の皆さんの新しい交
通手段として、観光施設や商業施設、市営住宅な
どを結ぶ２台が運行し、「モビタ」の愛称で親しま
れています。
　脱炭素先行地域事業においては、更なる滞在型
観光促進と市民の移動手段の確保のため、グリー
ンスローモビリティの追加導入を計画しています。
　本年は、３台目の車両として、サッカー J１・
川崎フロンターレのチームカラーやエンブレムを
随所に用いた「川崎フロンターレ仕様」のモビタを
新たに導入しました。

本市が取り組む

脱炭素先行地域計画について

計画名 脱炭素と資源循環で実現する農林水産業振興
～復興の先の創造的産業振興モデル～

詳細は
こちら

植物の記録を次世代へ受け継ぐ

ボタニカルアート体験教室&講演会

プロのプレーに市民ら熱狂

埼玉上尾メディックスのホームゲーム開催

　植物を実寸大に細密に描くボタニカルアート（植物画）を学ぶ体験教室と、講師を務めた山
やま

中
なか

麻
ま

須
す

美
み

さん
の「奇跡の一本松」とのかかわりや英国キュー王立植物園の歴史などについて解説する講演会が、11月１日
㈯、市立博物館で開催され、講演会には約50人が参加しました。

　講師は、世界に５人しかいない英国キュー王立植物園の公認画家であ
り、高田松原津波復興祈念公園内の国営追悼・祈念施設内に展示されて
いる奇跡の一本松の水彩画を平成28年に描いた縁で、「陸前高田で地元
の人たちに向けた教室を」という思いから本講演会および体験教室を開
催。
　体験会に参加した高田高校美術部の生徒は「実際の植物をボタニカル
アートで表現する先生の技術がすごかった。体験する前は難しいと思っ
ていたけど、先生に教えてもらいながら楽しく描けた。葉脈の描き方な
ど、普段の絵にも生かせる技術を学べた」と振り返っていました。

　バレーボール・SVリーグ女子の埼玉上尾メディックスのホームゲームが、11月22日㈯、23日㈰の２日
間にわたり、夢アリーナたかたで行われました。

　令和３年から岩手県をセカンドホームとし、本市でも合宿
などを行い交流を深める同チーム。本市での公式戦は３年ぶ
り２度目となり、22日㈯は市民ら600人以上が詰めかけ、力
強いスパイクなどに魅了されながら熱い声援を届けました。
　試合終了後には、選手を代表して岳

たけ
野
の

ひかる選手が「３年
ぶりの開催となり、今日をとても楽しみにしていた。たくさ
んの応援ありがとう」とあいさつ。全力プレーを見せてくれ
た選手に、観客の皆さんも惜しみない拍手を送っていました。豪快なスパイクで会場を盛り上げました

植物画を

学ぶ

音楽で

活力を

観客魅了

市ホームページでは、広報に掲載しきれなかった
写真やイベントを紹介しています。

イチョウとイロハモミジのボタニカル
アートを体験しました

音楽を通じて被災地、 日本全体に活力を届ける

ウィーン ・ フィル&サントリー音楽復興基金
～こどもたちのためのコンサート～

　ウィーン・フィル&サントリー音楽復興基金による「こどもたちのためのコンサート」が、11月９日㈰、
奇跡の一本松ホールで開催されました。
　本コンサートは、平成24年からウィーン・フィルハーモニー管弦楽団員が国内の被災地を訪れコンサー
トや演奏の指導を行い、次世代の音楽愛好者と演奏者育
成のために実施している取り組み。当日は、コンサート
の他にも楽団員と地域の学生とのワークショップがあり、
楽器ごとの演奏のコツの解説や指導を行いました。
　ワークショップに参加した高田高校吹奏楽部の生徒は

「ワークショップでの演奏では緊張したが、息の出し方な
どのとても参考になるお話を聞けた。コンサートも迫力
のある素晴らしい演奏だった」と振り返っていました。

世界トップレベルの素晴らしい演奏を披露してくれました　
©飯田耕治／サントリーホール

川崎フロンターレ仕様のモビタ
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Information
開
催
し
ま
す

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

気
仙
地
区
障
が
い
者
作
品
展

　
気
仙
地
区
障
が
い
者
作
品
展
実
行

委
員
会
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
が

制
作
し
た
絵
画
、
書
道
、
工
芸
な
ど

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
一
つ
一
つ
思
い
が
込
め
ら
れ
た
作

品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
:
12
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

会
場
:ア
バ
ッ
セ
た
か
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス

問
い
合
わ
せ
先
:気
仙
地
区
障
が
い

者
作
品
展
実
行
委
員
会
（
事
務
局
：

市
役
所
福
祉
課
福
祉
係
）（
内
線

２
１
４
）

出
会
い
を
応
援

お
で
か
け
ｉ-

サ
ポ

　
〝
い
き
い
き
岩
手
〞結
婚
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
、
会
員
登
録
や

お
相
手
選
び
な
ど
を
行
え
る
「
お
で

か
け
ｉ-

サ
ポ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
ｉ-

サ
ポ
」
は
、
１
対
１
の
独
身

男
女
の
出
会
い
の
場（
お
見
合
い
）の

提
供
や
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
会
を
考
え
て
い
る
人
や
入
会
済

み
の
人
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時
:令
和
８
年
１
月
18
日
㈰
正
午

〜
午
後
３
時

会
場
:奇
跡
の
一
本
松
ホ
ー
ル　

内
容
:❶
新
規
入
会
手
続
き
❷
更
新

手
続
き
❸
お
相
手
検
索
❹
お
見
合
い

申
込
方
法
:電
話
ま
た
は
会
員
向
け

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み

申
込
期
限
:令
和
８
年
１
月
15
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
:ｉ-

サ
ポ
宮
古
☎
０
１
９
３
（
６
５
）

７
２
２
２

こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お
う
ち

ち
い
さ
い
お
う
ち
の

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お
う
ち

で
は
、「
ち
い
さ
い
お
う
ち
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
、

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
心
暖
ま
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
中
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
:
12
月
20
日
㈯
午
後
２
時
〜
３

時場
所
:こ
ど
も
図
書
館
ち
い
さ
い
お

う
ち
隣
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
竹
駒
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の

旧
仮
設
市
立
図
書
館
）

内
容
:ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
人
形
劇
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
お
よ
び
ミ
ニ
ハ
ー
プ
の
演
奏　

な
ど

問
い
合
わ
せ
先
:こ
ど
も
図
書
館
ち

い
さ
い
お
う
ち
（
高た

か

橋は
し

）
☎
０
８
０

（
６
０
３
０
）１
２
８
２

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
人
に

け
せ
ん
地
方
就
農
相
談
会

　
大
船
渡
地
方
農
業
振
興
協
議
会
で

は
、
就
農
・
農
業
研
修
を
希
望
す
る

人
や
農
業
継
承
を
考
え
て
い
る
人
な

ど
を
対
象
に
、
就
農
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

日
時
:
12
月
14
日
㈰
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

場
所
:大
船
渡
市
役
所 

地
階
大
会
議
室

参
加
費
:無
料

申
込
期
限
:12
月
11
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
:大
船

渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
９
２（
２
７
）９
９
１
８

募
集
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集

し
ま
す
。
ま
ず
は
、
入
会
説
明
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
:
12
月
11
日
㈭
、
25
日
㈭
、
令

和
８
年
１
月
８
日
㈭
、
22
日
㈭
、
２

月
12
日
㈭
、
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜対
象
者
:市
内
在
住
の
60
歳（
介
護
・

保
育
の
仕
事
に
限
っ
て
仕
事
を
希
望

す
る
人
は
55
歳
）
以
上
の
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

問
い
合
わ
せ
先
:市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９
２
（
５
４
）

４
８
８
８

お
知
ら
せ

無
料
市
民
相
談

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

「第
77
回
人
権
週
間
」

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
の

意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重

思
想
の
さ
ら
な
る
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
、
こ
の
一
週
間
を
「
第
77
回
人

権
週
間
」
と
し
、
各
種
人
権
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
相
談
を
実
施
し
、

人
権
擁
護
委
員
が
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
人
権
相
談
を
受
け
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
:原
則
毎
月
第
２
水
曜
日　
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
:市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

委
員
:蒲が

も

生う

由ゆ

美み

子こ

委
員
、
佐さ

さ々

木き

貞て
い

子こ

委
員
、
佐さ

さ々

木き

善よ
し

仁ひ
と

委
員
、
松ま

つ

村む
ら

敦あ
つ

子こ

委
員
、
岩い

わ

崎さ
き

利と
し

行ゆ
き

委
員
、
菅か

ん

野の

美み

保ほ

子こ

委
員

問
い
合
わ
せ
先
:市
役
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
生
活
環
境
係
（
内
線

１
２
２
）

気
仙
広
域
連
合
衛
生
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
し
尿
収
集

休
業
日
の
お
知
ら
せ

　
年
内
の
し
尿
収
集
を
希
望
す
る
人

は
、早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
の
休
み
は
、
12
月
31
日

㈬
か
ら
１
月
５
日
㈪
ま
で
で
す
。

申
込
方
法
:電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て

送
信
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
:気

仙
広
域
清
掃
☎
０
１
９
２
（
２
７
）

９
３
２
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
９
２

（
２
７
）１
１
４
５

岩
手
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

無
料
経
営
相
談
所

　
岩
手
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、

相
談
者
の
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
売
上
拡
大

や
経
営
改
善
、
新
商
品
の
開
発
な
ど

に
チ
ー
ム
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
無
料
の
経
営
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
方
法
:❶
リ
モ
ー
ト
❷
対
面

大
船
渡
商
工
会
議
所
（
大
船
渡
市
盛

町
字
中
道
下
２
ー
25
）、
い
わ
て
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー（
盛
岡
市
北
飯
岡
２
ー

４
ー
26
）

申
込
方
法
:❶
電
話（
平
日
の
み
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
、
正
午
か
ら
午

後
１
時
は
休
止
）

❷
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
:岩
手
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
０
１
９（
６
３
１
）３
８
２
６

慶　　弔

数字で見る陸前高田市 （令和７年10月31日現在）

※届け出人が希望した人のみ掲載
※氏名は通常字体で掲載

▪建物 ０件 （ ２件）
▪林野・その他 １件 （ ７件）
▪出動件数 65件 （ 821件）
▪搬送人員 62人 （ 789人）

▪人身事故 ２件 （ 17件）
▪物損事故 28件 （ 201件）
▪負傷者 ３人 （ 28人）
▪死亡者 ０人 （ １人）
▪飲酒運転 １件 （ ５件）

▪男　性 8,115人 （ －８人）
▪女　性 8,742人 （ －７人）
　　計 16,857人 （ －15人）

（出生７人　死亡29人）
世帯数7,545 世帯（－５世帯）

市内の火災救急活動

（　）は１月からの累計
10

月

市の人口（住民登録人口）

（　）は前月比　出生・死亡数は10月分
市内の交通事故

（　）は１月からの累計
10

月

（令和７年10月16日～11月15日届け出分）

おめでた （　） は保護者・字名

お幸せに （　） は字名

お悔やみ （　） は年齢・字名
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・田端）おめでた （　） は保護者・字名

お幸せに （　） は字名

お悔やみ （　） は年齢・字名
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（垂井ヶ沢）

おめでた （　） は保護者・字名

お幸せに （　） は字名

お悔やみ （　） は年齢・字名
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（65歳・下和野）
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　 進
すすむ

（87歳・獺沢）

広田 村
む ら

上
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カ ト リ （100歳・山田）
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光
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子
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上
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志
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上
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ツ ヤ （95歳・田端）

小
こ

松
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　 實
みのる

（80歳・天王前）

津
つ

田
だ

フ サ 子
こ

（93歳・前花貝）
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TAKATA-U15

★
主役は君だ
※U15とは…15歳以下の子ども達のこと

を意味します

このコーナーでは日ごろ、大会などでの好成績を
目指し市内で練習に励んでいる子ども達を紹介し
ます。

　日々の練習も試合も元気に楽しみな
がら、しっかりと１本1本大事に頑張っ
ています。
　試合では、チームが一丸となって声
を掛け合い、しっかりとボールをつなぎ、
勝利を目指します。

チーム名 （学校名）

監督 千葉 進矢 さん

ち　　ば しん　 や

種目 バレーボール

チームスローガン 拾え！跳べ！打て！そして…粘れ

団員15人

河野 心和 さん

（５年）

気仙小学校
こう　の と　　わ

キャプテンからのコメント

気仙バレーボールスポーツ少年団

お煮しめ

　お正月やお盆など節目の時期
に欠かせないお煮しめのレシピ
です。具材には、にんじん、大根、
ごぼう、いんげん、高野豆腐、厚
揚げ、さつま揚げなど、各家庭
で受け継がれてきた食材をふん
だんに使い、じっくり炊き合わせ
ることで美味しく仕上がります。
※陸前高田の料理レシピ集「た
がだのうんめぇもの」にも掲
載しています。

❶ 干し椎茸はさっと洗い、水で戻す。塩蔵昆布は水で戻し、結び昆布にす
る。にんじんは１cm幅に切り、大根は２cm幅の輪切りにする（丁寧に
する場合は面取りをする）。ごぼうは斜め切り、こんにゃくは１cm幅に
切る。水で戻した高野豆腐、厚揚げ、さつま揚げは三角に切る。

❷ いんげんはすじを取り、さっと塩茹で（塩は分量外）して冷ましておく。
❸ 鍋に❶の具材とだし汁、🅐🅐の調味料を入れ、中火にかける。沸騰したら
アクを取り、落し蓋をして30分程煮込む。味がなじんだら火から下ろ
し、粗熱を取る。

❹ 器に盛り、❷のいんげんを飾って出来上がり。

干し椎茸 .................４枚（４g）
塩蔵昆布............................40g
にんじん......... 中１本弱（80g）
大根 ........輪切り４cm（100g）
ごぼう ...........中１/３本（60g）
こんにゃく .........................80g
いんげん........................... 10本
高野豆腐...........................１枚

材料 （４人分）

作り方

問い合わせ先 市役所保健課健康推進係（内線 235）

［1人分］
エネルギー...208kcal食塩相当量...4.1g

今月の

おすすめ

レシピ お正月料理の一品に♪

厚揚げ .........................１枚
さつま揚げ .................２枚
だし汁......................400ml
　　しょうゆ......大さじ３
　　酒 .................大さじ３
　　砂糖.............大さじ２
　　みりん..........大さじ２
　　塩 ........................ 少々

🅐🅐

※市内医療機関および金融機関等の事業所で、広報りくぜんたかたを購読希望の場合は左記発行元へご連絡ください。
※広報りくぜんたかた 12月号（№1202）の印刷経費は１部 106.216円（税抜き）、発行部数は 7,250部です。
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K O H O  R I K U Z E N TA K ATA

特 集

地域の伝統を
今に受け継ぐ
式年大祭

陸前高田市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。


